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福島県内外の⾼校等を対象に、出前授業や福島第⼀原発の視察を実施。
 2⽉26⽇、27⽇に福島県内の⾼校⽣と「廃炉」に関する情報発信について考えるワークショップ

を開催し、A4リーフレットを作成。作成したリーフレット（参考資料１〜４）は、資源エネルギー
庁が出展するイベントや説明会等の場で実際に活⽤（4/9-4/10の富岡桜まつりでも配布）。
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安全性の発信のための取組②（学⽣向けの出前授業・ワークショップの実施）

各校混合グループに分かれて、現状の経済産業省のコンテンツに⾜りていない
ところはどこか、それを踏まえた上で何を伝えたいか・知ってもらうべきか、どうした
ら伝わるかを議論しました。議論の内容はグラフィックレコーディングを⽤いて可
視化し、最終的に、A4のリーフレットに落とし込みました。

＜⾼校⽣に対する出前授業の様⼦＞

⽣徒からは「学⽣より⼤⼈の⽅が知らないように
感じるが、⼤⼈にはどう説明しているのか」「今後
は、⾵評を信じている⼈など、⾃分と別の考え⽅
の⼈の話も聞きたい」等の質問・感想があった。

＜２⽉のワークショップの様⼦＞

2021.12.23 埼⽟⼤宮北⾼校
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安全性の発信のための取組③（東京電⼒による海洋⽣物の飼育試験）

 ALPS処理⽔の安全性を消費者にわかりやすく伝える⽬的で、⿂類等の飼育試験を実施予定。
 3⽉17⽇より、飼育ノウハウの習得や設備設計の確認等のために、発電所周辺の海⽔を使って、ヒラ

メの準備飼育を開始。

＜飼育⾵景①＞ ＜飼育⾵景②（ヒラメの様⼦）＞

準備飼育の様⼦（東京電⼒）⇒
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産品の魅⼒発信のための取組②（相双機構による福島県産品の販売促進）

福島相双復興推進機構において、浜通り地域等における⽔産関係の仲買・加⼯業者119者にアプ
ローチし、90者の訪問が完了。

新商品開発・販路開拓⽀援要望を受けた51者に対して、具体的な⽀援を開始。
⇒4事業者が関⻄の量販スーパーと取引成約、1事業者が東北の量販スーパーと取引成約、

2事業者が東北の⼩売事業者と取引成約、 1事業者が関⻄の宅配事業者と取引成約、
2事業者が⾼速道路SAと取引成約、1事業者がいわき市のセレクトショップと取引成約、
2事業者が⼤宮駅前に⽴地する東⽇本の特産品を取扱う交流拠点と取引成約

⼈材確保⽀援要望のある7事業者に対して13名の⼈材確保を実現。
現時点で⽀援要望がない事業者についても定期的にアプローチし課題掘り起こしを継続。

事例①（いわき産のタコ加⼯品×
東北の⼩売事業者）

事例③（相⾺産のボイルヤナギダコ×
関⻄の量販スーパー）

事例②（いわき産のサンマのポーポー焼き×
関⻄の宅配事業者）










